
議員紹介と一言

議
会
質
問
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

定
例
議
会
で
所
属
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

（
全
て
の
質
問
は
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
！
）

■
農
業
振
興

（
令
和
元
年
６
月
議
会

：
井
上
議
員
）

問
　
高
収
益
型
園
芸
事
業
に
つ
い
て
、
一
部
農
家
が
採
択

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
年
度
の

予
算
で
大
丈
夫
な
の
か
。

答
　
県
は
収
益
性
の
高
い
園
芸
農
業
を
実
現
す
る
た
め
、

県
単
独
の
事
業
と
し
て
先
進
技
術
の
導
入
や
省
力
機
械

・

施
設
の
整
備
を
支
援
し
て
き
た
。
全
て
の
要
望
を
採
択

で
き
な
か
っ
た
年
度
も
あ
っ
た
が
、
今
年
度
か
ら
国
の「
産

地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
、
高
収

益
型
園
芸
事
業
で
採
択
し
て
き
た
案
件
に
も
活
用
可
能

に
な
っ
た
。
国
の
事
業
も
活
用
す
る
こ
と
で
昨
年
度
か

ら
の
先
送
り
分
に
優
先
し
て
対
応
し
、
今
年
度
要
望
分

に
も
対
応
す
る
考
え
だ
。
予
算
不
足
が
生
じ
る
よ
う
な

場
合
は
補
正
予
算
で
の
対
応
も
検
討
。

■
高
齢
者
運
転
対
策
（令
和
元
年
６
月
議
会
：井
上
議
員
）

問
　
高
齢
者
の
自
動
車
運
転
、
事
故
対
策
に
つ
い
て
の
県
・

県
警
察
の
取
組
は
。

答
　
道
路
交
通
法
に
基
づ
き
、
７
０
歳
以
上
を
対
象
と
す

る
高
齢
者
講
習
、
７
５
歳
以
上
を
対
象
と
す
る
認
知
機

能
検
査
の
適
切
な
実
施
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
運
転
免
許
試
験
場
や
各
警
察
署
の
相
談
窓
口
で

は
、
運
転
に
不
安
を
感
じ
る
高
齢
者
や
家
族
か
ら
の
相

談
を
受
け
、
身
体
機
能
の
低
下
を
踏
ま
え
た
安
全
運
転

に
必
要
な
助
言
、
指
導
や
、
運
転
免
許
の
自
主
返
納

制
度
や
自
主
返
納
者
に
対
す
る
各
種
支
援
制
度
の
教
示

を
行
う
な
ど
、
き
め
細
か
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。

■
介
護
認
定
の
審
査
期
間
短
縮

（
令
和
元
年
９
月
議
会

：
神
崎
議
員
）

問
　
要
介
護
認
定
の
判
定
結
果
が
３
０
日
以
内
に
出
な
い

理
由
及
び
審
査
期
間
短
縮
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答
　
保
険
者
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
主
治
医
か
ら
の

意
見
書
の
記
載
内
容
が
不
十
分
で
提
出
が
遅
延
し
、
更

新
の
多
い
年
度
は
認
定
調
査
員
の
不
足
で
調
査
が
遅
れ

る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
県
医
師
会
と
連
携

し
、
医
師
に
対
し
て
記
載
方
法
等
に
関
す
る
研
修
を
行

う
と
と
も
に
、
早
期
提
出
へ
の
協
力
を
求
め
て
い
る
。

認
定
調
査
員
は
介
護
支
援
専
門
員
を
充
て
る
こ
と
が
多

い
こ
と
か
ら
、
保
険
者
が
募
集
す
る
際
に
は
県
介
護
支

援
専
門
員
協
会
に
会
員
へ
の
周
知
を
要
請
し
て
い
る
。
ま

た
、
保
険
者
に
対
し
て
先
行
事
例
や
そ
の
効
果
の
情
報

提
供
を
行
う
な
ど
、
審
査
の
簡
素
化
を
促
し
て
い
る
。

■
有
明
海
の
漁
業
振
興
対
策

（令
和
元
年
９
月
議
会
、
同
２
年
２
月
議
会
、
：
椛
島
議
員
）

要
望
：有
明
海
の
漁
場
で
は
、
先
日
の
台
風
十
七
号
に
よ
っ

て
ノ
リ
の
支
柱
が
傾
く
な
ど
被
害
が
生
じ
、
漁
業
者
は
種

つ
け
を
目
前
に
、
毎
日
復
旧
作
業
に
追
わ
れ
て
い
る
。
有

明
海
の
ノ
リ
生
産
額
は
本
県
漁
業
の
水
揚
げ
の
半
分
に
及

ぶ
重
要
な
産
業
。
今
後
も
し
っ
か
り
と
取
組
む
よ
う
に
要

望
。
さ
ら
に
、
豊
穣
の
海
、
宝
の
海
有
明
海
と
呼
ば
れ

る
そ
の
代
名
詞
が
、
や
は
り
ア
ゲ
マ
キ
と
タ
イ
ラ
ギ
。
こ

の
復
活
と
ア
サ
リ
増
産
の
た
め
、
ぜ
ひ
今
後
も
県
と
し
て

力
を
注
い
で
頂
き
た
い
。

問
　
有
明
海
の
ノ
リ
養
殖
の
安
定
生
産
の
た
め
に
は
漁
場

環
境
の
情
報
が
頼
り
。
今
後
の
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
ス

マ
ー
ト
化
の
取
り
組
を
伺
う
。

答

：
県
で
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
気
象
予
報
や
水
温
や

潮
位
な
ど
の
漁
場
の
情
報
提
供
を
１
０
分
間
隔
に
ネ
ッ
ト

で
発
信
す
る
こ
と
に
加
え
、
気
象
台
の
風
向

・
風
速
な

ど
の
予
報
、
有
明
海
研
究
所
が
持
つ
ノ
リ
の
生
育
や
病

害
の
情
報
に
つ
い
て
、
漁
業
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で

一
括
し
て
把
握
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。

■
特
別
支
援
教
育

（
令
和
元
年
９
月
議
会
：
江
口
議
員
）

問
　
久
留
米
市
に
住
所
を
有
す
る
知
的
障
が
い
児
童
生

徒
の
就
学
に
つ
い
て
。
弾
力
的
な
対
応
は
で
き
な
い
か
。

答
　
現
在
、
久
留
米
市
に
住
所
を
有
し
、
知
的
障
が
い

特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
児
童
生
徒
は
、
原
則
久
留
米
特
別
支
援
学
校
が
就
学

校
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
児
童
生
徒
の
障
が

い
の
状
態
や
家
庭
の
事
情
な
ど
を
個
別
に
判
断
し
、
通

学
が
著
し
く
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
県
立
特
別
支

援
学
校
を
就
学
校
と
し
て
指
定
す
る
弾
力
的
な
取
扱
い

に
つ
い
て
、
久
留
米
市
と
協
議
し
て
い
く
。

■
民
法
（
債
権
法
）
改
正
（令
和
２
年
２
月
議
会
：堀
議
員
）

問
　
令
和
２
年
４
月
、
改
正
民
法

（
債
権
法
）
が
施
行
。

民
法
制
定
以
来
、
お
よ
そ
１
２
０
年
ぶ
り
の
大
改
正
。

市
民
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
改
正
に
よ
る
県

業
務
へ
の
影
響
と
市
町
村
支
援
は
。
　

答
　
県
が
民
間
事
業
者
と
締
結
す
る
工
事
請
負
契
約
等

に
つ
い
て
は
、
契
約
事
務
を
総
括
す
る
財
産
活
用
課
に

お
い
て
標
準
契
約
書
を
作
成
。
県
営
住
宅
に
お
い
て
は
、

昨
年
１
２
月
に
条
例
改
正
を
行
い
、
４
月
１
日
以
降
の
入

居
者
に
対
し
連
帯
保
証
人
を
求
め
な
い
よ
う
に
し
た
。

市
町
村
に
対
し
て
は
、
今
後
、
県
作
成
の
標
準
契
約
書

を
、
参
考
と
し
て
配
布
す
る
。
さ
ら
に
、
各
省
庁
発
出

の
民
法
改
正
に
関
す
る
各
種
通
知
を
と
り
ま
と
め
、
改

め
て
こ
れ
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
か
ら
の
個

別
の
問
合
せ
に
対
し
、
必
要
な
助
言
を
行
う
。

■
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理

（
令
和
２
年
６
月
議
会

：
小
河
議
員
）

問
　
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
安
定
器
等
に
つ
い
て
、
令
和

３
年
３
月
末
ま
で
に
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
中
間
貯
蔵

・
環
境
安
全

事
業
株
式
会
社
）
と
処
理
委
託
契
約
を
締
結
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
県
の
取
組
は
。

答
　
県
の
調
査
で
昨
年
度
ま
で
に
約
６
万
７
千
事
業
者
の

具体的な取組事例を紹介するなど、 市町村間の

保
有
の
有
無
を
確
認
。
今
年
度
は
残
る
５
千
事
業
者
の

把
握
に
努
め
る
。
保
有
が
判
明
し
た
事
業
者
に
は
、
令

和
３
年
３
月
末
の
期
限
ま
で
に
処
理
委
託
契
約
を
締
結

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
処
理
漏
れ
が
生
じ
な
い
よ

う
県
広
報
誌
な
ど
を
活
用
し
周
知
を
行
う
ほ
か
、
関
係

団
体
に
協
力
を
求
め
周
知
の
徹
底
に
努
め
て
い
く
。

■
県
民
の
健
康
増
進

（令
和
元
年
６
月
議
会
：
安
部
議
員
）

問
　
県
民
の
健
康
増
進
の
た
め
の
有
酸
素
運
動
普
及
に
つ

い
て
、
県
の
取
組
は
。

答
　
県
は
、
「
ふ
く
お
か
健
康
づ
く
り
県
民
運
動
」
を
推

進
し
て
お
り
、
運
動
習
慣
の
定
着
を
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
い
る
。
有
酸
素
運
動
は
、
健
康
づ
く
り
に
有
効

な
手
段
で
、
２
０
１
９
年
か
ら
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ

（
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
取

り
入
れ
た
健
康
教
室
の
新
設

・
拡
充
の
実
施
経
費
に
つ

い
て
、
市
町
村
に
助
成
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

会
等
を
対
象
と
し
た
、
研
修
会
の
開
催
や
指
導
員
の
養

成
な
ど
を
通
じ
て
、
県
民
の
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
っ

て
参
る
。

■
令
和
２
年
７
月
豪
雨

（令
和
２
年
１
２
月
議
会
：
永
川
議
員
）

問
　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
を
踏
ま
え
た
今
後
の
大
牟
田
市

内
の
県
管
理
河
川
の
整
備
は
。

答
　
次
期
出
水
期
ま
で
に
河
道
掘
削
や
堤
防
嵩
上
げ
な

ど
、
早
急
に
実
施
可
能
な
対
策
を
行
う
。
ま
た
、
大

牟
田
市
で
は
、
学
識
経
験
者
な
ど
の
第
三
者
で
構
成
す

る
「
大
牟
田
市
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
検
証
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
、
避
難

・
救
出
救
助

・
浸
水
対
策
に
つ
い

て
の
議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
、
県
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
こ
れ
に
参
加
し
て
い
る
。

　
今
後
、
同
検
証
委
員
会
に
お
い
て
、
今
回
、
溢
水

・

越
水
し
た
箇
所
な
ど
の
対
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
提
言
が

な
さ
れ
る
予
定
。
県
と
し
て
は
、
そ
の
提
言
も
踏
ま
え
、

大
牟
田
市
と
連
携
し
な
が
ら
浸
水
被
害
軽
減
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

直
近
の
定
例
議
会

（
令
和
３
年
２
月
議
会

：
吉
武
議
員
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

問

：
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
た
県
の
役
割
と

決
意
。

答

：
本
県
の
役
割
は
、
①
医
療
従
事
者
等
へ
の
接
種
体
制

の
確
保
、
②
専
門
的
相
談
体
制
の
確
保
、
③
市
町
村
に
対

す
る
支
援
等
で
あ
る
。

　
①
に
つ
い
て
は
、
デ
ィ
ー
プ
フ
リ
ー
ザ
ー
を
県
内
全
域

の
５
６
医
療
機
関
に
配
備
。
そ
こ
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
移
送

を
受
け
て
接
種
を
行
う
医
療
機
関
を
３
８
６
か
所
確
保
。

②
に
つ
い
て
は
、
副
反
応
が
起
こ
っ
た
場
合
の
医
療
機
関

へ
の
受
診
等
を
相
談
で
き
る
専
門
的
な
窓
口
と
し
て
、

薬
剤
師
を
配
置
し
た
県
民
向
け
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
対
応
。
③
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
担
当
者
と
の
連

絡
会
議
を
適
宜
開
催
し
、
市
町
村
共
通
の
課
題
に
係
る

具
体
的
な
取
組
事
例
を
紹
介
す
る
な
ど
、
市
町
村
間
の

情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

　
感
染
の
収
束
を
図
る
た
め
に
は
、
多
く
の
県
民
に
接

種
を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。
県
と
し
て
、
し
っ

か
り
と
そ
の
役
割
を
果
た
し
、
接
種
が
円
滑
に
実
施
で

き
る
よ
う
進
め
て
ま
い
る
。

■
中
小
企
業
支
援

問

：
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
中
小
企
業

・
小
規
模
事
業
者
に

対
す
る
支
援
は
。

答

：
県
で
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
小

企
業
の
事
業
継
続
を
支
援
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
①

無
利
子

・
無
担
保
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
資
金
」
な
ど
県
制
度
融
資
に
お
け
る
十
分
な
融
資
枠

の
確
保
、
②
デ
リ
バ
リ
ー
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
の
経
営

革
新
の
取
組
み
に
対
す
る
支
援
、
③
生
産
性
の
向
上
の
た

め
の
設
備
投
資
等
へ
の
支
援
、
な
ど
に
強
力
に
取
組
む
。

　
加
え
て
、
需
要
喚
起
を
図
る
た
め
、
④
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
地
域
商
品
券
発
行
へ
の
支
援
、
⑤
通
販
サ
イ
ト
を
活
用

し
た
「
福
岡
県
ウ
ェ
ブ
物
産
展
」
の
実
施
、
な
ど
に
取

組
む
。

■
小
川
県
政
１
０
年
の
総
括

問

：
知
事
が
病
気
辞
職
。
約
１
０
年
間
に
わ
た
り
県
民

幸
福
度
日
本
一
を
掲
げ
、
県
民
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ

れ
た
。
知
事
は
先
日
、
福
岡
県
民
に
宛
て
た
音
声
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
公
開
。
「
病
状
と
体
力
を
考
え
る
と
、
知
事

と
し
て
の
責
任
と
役
割
を
果
た
せ
な
い
た
め
、
断
腸
の

思
い
で
こ
の
決
断
に
い
た
っ
た
。
」
「
私
が
手
掛
け
た
最
後

の
予
算
案
を
、
是
非
と
も
服
部
副
知
事
の
下
で
成
立
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
（
抜

粋
）
と
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
小
川
県
政
を
支
え
続
け
て
き
た
服
部
副
知
事
に

伺
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
基

盤
づ
く
り
な
ど
、
今
の
福
岡
県
政
は
ま
さ
に
非
常
事
態
。

小
川
県
政
１
０
年
の
総
括
を
。

答

：
こ
の
９
年
余
り
、
小
川
知
事
の
も
と
で
副
知
事
と

し
て
県
政
の
一
翼
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
あ
り

が
た
く
、
ま
た
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
度
重

な
る
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
な
ど
、

厳
し
い
局
面
も
多
々
あ
っ
た
が
、
県
議
会
の
皆
様
か
ら
、

ご
意
見
、
ご
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
小
川
知
事
と

と
も
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
っ
た
。

　
予
算
案
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」
、

「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
基
盤
づ
く
り
」
を
柱
に
、
小

川
知
事
と
検
討
を
重
ね
、
ま
た
県
議
会
の
皆
様
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
作
り
上
げ
た
も
の
で
、
今

後
の
本
県
の
発
展
に
と
っ
て
重
要
な
予
算
。
ぜ
ひ
と
も
成

立
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
。
予
算
の
執
行

に
つ
い
て
は
、
職
員
と
力
を
合
わ
せ
、
責
任
を
も
っ
て
行
っ

て
ま
い
る
。

具体的な取組事例を紹介するなど、 市町村間の

名称・事業名 金額　★数字は上限★ 性質 備考 申請・問合先

緊急小口資金【特例】

：休業等で収入減、生活費必要
10万（特例20万） ・返済免除あり

総合支援資金【特例】
：失業等で収入減、生活費必要

・単身世帯15万×３ヶ月（最長６ヶ月）
・複数世帯20万×３ヶ月（最長６ヶ月）
※３ヶ月の再貸付あり

・返済免除あり

傷病手当金
：コロナで休職した（感染、濃厚接触） ・日給の約2/3 ・例）コロナで4日以上休職 健康保険の加入先

失業給付・高年齢求職者給付金
：コロナで失業（解雇された）

・日給の45-80％
・90-360日間

・退職前2年間で12ケ月以上雇用保険加入
（会社またいでもOK）

厚生労働省
→ハローワーク

未払賃金立替制度
：会社が倒産、賃金未払い

未払賃金の80％ ・倒産半年前～倒産後1年半の間に退
職

厚生労働省
→労働基準監督署

新型コロナ休業支援金・給付金 休業前賃金の80％
（11,000円/日））

・休業命ぜられたが休業手当を支払わ
れなかった中小企業労働者（※まずは
雇用調整助成金の活用を雇用主に依頼）

※大企業の一部の非正規雇用労働者
も対象に

コールセンター

0120-221-276

家
賃

住居確保給付金
：失業等で家賃が払えない

家賃相当分×３ヶ月（最長12ヶ月）
（上限は自治体ごと）

・資産制限等あり（預貯金○○円以下）
・求職活動に係る要件あり

厚生労働省
→自立相談支援機関

子
育
支
援

ひとり親世帯臨時特別給付金

【基本給付・追加給付】
１世帯５万（追加給付で＋５万）
第２子以降１人につき３万
※再支給あり

・児童扶養手当受給世帯、同水準の世
帯等

厚生労働省
→各市町村役所

雇用調整助成金
：業務激減で休職

１人15,000円/日
（100日/年、150日/3年まで）
+【特例】R2.4.1～R3.4.30の期間を追加

・会社都合による休業手当に補填
・【特例】被保険者でない労働者も可

厚生労働省 →助成金センター

【福   岡】092-411-4701
【北九州】093-616-0860

小学校休業等対応助成金
：休校・休園で子の世話必要

１人15,000円/日
（休暇日数）

・子（小学生以下）の世話で休職した保
護者の給料に補填（年次有給休暇は×）

小学校休業等対応支援金
：休校・休園で子の世話必要

7,500円/日
（休業日数）

・子（小学生以下）の世話で休業したフ
リーランスに給付

緊急事態宣言の影響緩和に係る
一時支援金【新規】

・法人60万円（上限）
・個人事業者30万円（上限）

・緊急事態宣言に伴う飲食店の時短営
業又は不要不急の外出・移動の自粛の
影響により、本年1～3月のいずれかの
月の売上が前年又は前々年同月比
50%以上 減

一時支援金事務局
相談窓口
0120-211-240
03-6629-0479

【県事業】
福岡県中小企業者等一時支援金【新規】

・法人15万円（上限）
・個人事業者10万円（上限）
※政令市の事業者を除く

・緊急事態宣言に伴う飲食店の時短営
業又は不要不急の外出・移動の自粛の
影響により、本年1～3月のいずれかの
月の売上が前年又は前々年同月比
30%以上50%未満減

コールセンター
0120-123-071
0570-012-371

【県事業】経営革新実行支援補助金　
　①経営革新実行支援補助金
　　※3/1から受付開始

・対象経費の3/4まで（上限50万）
・経営革新計画の承認
・オンラインレッスンやデリバリーなど新
たな取組にチャレンジ

　②感染防止対策
　　※3/1から受付開始 ・対象経費の3/4まで（上限50万）

・経営革新計画の承認
・業種別ガイドラインに沿った感染防止策

【第２期】感染拡大防止協力金
：時短要請に応じた（2/8～2/28）
　　　　　　　　　　　　※3/1-4/21受付

・1店舗当たり最大126万
（6万/日×21日）

・県の要請に応じ 2/8～2/28 まで営業
時間短縮を行った飲食店等（飲食店・
喫茶店営業許可必要）

【第３期】感染拡大防止協力金
：時短要請に応じた（3/1～3/7）
　　　　　　　　　　　　※3/8-4/21受付

・1店舗当たり28万
（4万/日×7日）

・県の要請に応じ 3/1～3/7 まで営業時
間短縮を行った飲食店等（飲食店・喫茶
店営業許可必要）

【第４期】感染拡大防止協力金
：時短要請に応じた（3/8～3/21）
　　　　　　　　　　　※3/22-4/21受付

・1店舗当たり最大56万
（4万/日×14日）

・県の要請に応じ 3/8～3/21 まで営業
時間短縮を行った飲食店等（飲食店・
喫茶店営業許可必要）
※【第4期】を申請する際に、【第2期】及
び【第3期】をまとめて申請できます。

新型コロナ特別貸付
（金利引下+特別利子補給）

・通常と別枠
・中小企業6億、小規模・個人8,000万
【実質無利子・無担保】

・売上5％減（利子補給要件は問合）
日本政策金融公庫
【福   岡】092-411-9111
【北九州】093-541-7550

マル経融資【特例】
（小規模事業者経営改善資金融資制
度+特別利子補給）

・通常融資額2,000万と別枠1,000万
【実質無利子・無担保】

・売上5％減（利子補給要件は問合）
・経営指導受けていること

商工会議所・商工会

危機対応融資
（特別貸付+特別利子補給）

・6億
【実質無利子・無担保】

・売上5％減（利子補給要件は問合）
・中小企業団体の組合、組合員

商工中金

【福岡】092-712-6551

【県制度融資】
　　①緊急経済対策資金

・1億 【利率1.3％】
【保証料全額補填（セーフティネット5号は
0.7％）】

　　②新型コロナ対応資金
　　　※保証申込み3/31締切

・6,000万
【３年間実質無利子（一部例外あり）】
【保証料全額補填（一部例外あり）】

セーフティネット保証
４号（突発的災害）・５号（業況悪化業
種）+危機関連保証

・一般保証2.8億とは別枠で2.8億
・危機関連保証は更に別枠で2.8億
・保証料減免あり

保
証

・（4号）売上20％減
・（5号）売上5％減
・（危機関連）売上15％減

中小企業庁
→信用保証協会

【福岡】092-415-2604

フリーダイヤル
経営相談窓口

0120-567-179

生
活
費

給
与
補
償

給
与
・
報
酬
補
償

支
援
金
・
協
力
金

事
業
資
金

紙面の都合上詳細は省略

※締切は延長されることがあります
※お住いの市町村、お勤めの業種独自の支援制度がある場合もあります。

貸
付

給
付

貸
付

・セーフティネット保証、危機関連保証
の認定を受けたこと（売上減少5-20％）
・保証料補填、無利子要件は問合

・厚労省
→各地の社会福祉協議会

厚生労働省
→学校等休業助成金・支援
金受付センター
0120-60-3999

新事業支援課

092-643-3449

コールセンター

0120-567-918

支出 対策

公営住宅使用料 減免申請

民間住宅賃料・住宅ローン 家主・金融機関と交渉

税金・水道光熱・公共料金 支払猶予（各担当に相談）

年金・保険料 減免・支払猶予

学費・保育料 学校に相談（各制度紹介）

　相談は各地の申請・問合先へ

　どこに相談したらいいのか分からない
→【福岡県】新型コロナ一般相談窓口　　　　　

092- 643- 3288092- 643- 3288
※自治体の緊急短期雇用創出事業→就業できる場合もあります

そ
の
他

個
人

・
世
帯
と
し
て

事
業
主
と
し
て

継
続
給
付

一
回
給
付

ひとり親世帯臨時特別給付金

※上記以外にも活用できる制度があるかもしれません。詳しくは相談窓口に。

新型コロナ経済支援一覧　（3月15日現在）　

具
体
的
な
取
組
事
例
を
紹
介
す
る
な
ど
、
市
町
村
間
の

情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

　

感
染
の
収
束
を
図
る
た
め
に
は
、
多
く
の
県
民
に
接

種
を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。
県
と
し
て
、
し
っ

か
り
と
そ
の
役
割
を
果
た
し
、
接
種
が
円
滑
に
実
施
で

き
る
よ
う
進
め
て
ま
い
る
。

■
中
小
企
業
支
援

問

：
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
中
小
企
業

・
小
規
模
事
業
者
に

対
す
る
支
援
は
。

答

：
県
で
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
小

企
業
の
事
業
継
続
を
支
援
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
①

無
利
子

・
無
担
保
の

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
資
金
」
な
ど
県
制
度
融
資
に
お
け
る
十
分
な
融
資
枠

の
確
保
、
②
デ
リ
バ
リ
ー
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
の
経
営

革
新
の
取
組
み
に
対
す
る
支
援
、
③
生
産
性
の
向
上
の
た

め
の
設
備
投
資
等
へ
の
支
援
、
な
ど
に
強
力
に
取
組
む
。

　

加
え
て
、
需
要
喚
起
を
図
る
た
め
、
④
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
地
域
商
品
券
発
行
へ
の
支
援
、
⑤
通
販
サ
イ
ト
を
活
用

し
た

「
福
岡
県
ウ
ェ
ブ
物
産
展
」
の
実
施
、
な
ど
に
取

組
む
。

■
小
川
県
政
10
年
の
総
括

問

：
知
事
が
病
気
辞
職
。
約
10
年
間
に
わ
た
り
県
民
幸

福
度
日
本
一
を
掲
げ
、
県
民
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

た
。
知
事
は
先
日
、
福
岡
県
民
に
宛
て
た
音
声
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
公
開
。
「
病
状
と
体
力
を
考
え
る
と
、
知
事
と
し

て
の
責
任
と
役
割
を
果
た
せ
な
い
た
め
、
断
腸
の
思
い
で

こ
の
決
断
に
い
た
っ
た
。
」
「
私
が
手
掛
け
た
最
後
の
予
算

案
を
、
是
非
と
も
服
部
副
知
事
の
下
で
成
立
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
（
抜
粋
）

と
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
小
川
県
政
を
支
え
続
け
て
き
た
服
部
副
知
事
に

伺
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
基

盤
づ
く
り
な
ど
、
今
の
福
岡
県
政
は
ま
さ
に
非
常
事
態
。

小
川
県
政
10
年
の
総
括
を
。

答

：
こ
の
９
年
余
り
、
小
川
知
事
の
も
と
で
副
知
事
と

し
て
県
政
の
一
翼
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
あ
り

が
た
く
、
ま
た
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
度
重

な
る
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
な
ど
、

厳
し
い
局
面
も
多
々
あ
っ
た
が
、
県
議
会
の
皆
様
か
ら
、

ご
意
見
、
ご
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
小
川
知
事
と

と
も
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
っ
た
。

　

予
算
案
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」
、

「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
基
盤
づ
く
り
」
を
柱
に
、
小

川
知
事
と
検
討
を
重
ね
、
ま
た
県
議
会
の
皆
様
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
作
り
上
げ
た
も
の
で
、
今

後
の
本
県
の
発
展
に
と
っ
て
重
要
な
予
算
。
ぜ
ひ
と
も
成

立
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
。
予
算
の
執
行

に
つ
い
て
は
、
職
員
と
力
を
合
わ
せ
、
責
任
を
も
っ
て
行
っ

て
ま
い
る
。

保
有
の
有
無
を
確
認
。
今
年
度
は
残
る
５
千
事
業
者
の

把
握
に
努
め
る
。
保
有
が
判
明
し
た
事
業
者
に
は
、
令

和
３
年
３
月
末
の
期
限
ま
で
に
処
理
委
託
契
約
を
締
結

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
処
理
漏
れ
が
生
じ
な
い
よ

う
県
広
報
誌
な
ど
を
活
用
し
周
知
を
行
う
ほ
か
、
関
係

団
体
に
協
力
を
求
め
周
知
の
徹
底
に
努
め
て
い
く
。

■
県
民
の
健
康
増
進

（令
和
元
年
６
月
議
会
：
安
部
議
員
）

問　

県
民
の
健
康
増
進
の
た
め
の
有
酸
素
運
動
普
及
に
つ

い
て
、
県
の
取
組
は
。

答　

県
は
、
「
ふ
く
お
か
健
康
づ
く
り
県
民
運
動
」
を
推

進
し
て
お
り
、
運
動
習
慣
の
定
着
を
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
い
る
。
有
酸
素
運
動
は
、
健
康
づ
く
り
に
有
効

な
手
段
で
、
２
０
１
９
年
か
ら
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ

（
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
取

り
入
れ
た
健
康
教
室
の
新
設

・
拡
充
の
実
施
経
費
に
つ

い
て
、
市
町
村
に
助
成
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

会
等
を
対
象
と
し
た
、
研
修
会
の
開
催
や
指
導
員
の
養

成
な
ど
を
通
じ
て
、
県
民
の
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
っ

て
参
る
。

■
令
和
２
年
７
月
豪
雨

（
令
和
２
年
12
月
議
会
：
永
川
議
員
）

問　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
を
踏
ま
え
た
今
後
の
大
牟
田
市

内
の
県
管
理
河
川
の
整
備
は
。

答　

次
期
出
水
期
ま
で
に
河
道
掘
削
や
堤
防
嵩
上
げ
な

ど
、
早
急
に
実
施
可
能
な
対
策
を
行
う
。
ま
た
、
大

牟
田
市
で
は
、
学
識
経
験
者
な
ど
の
第
三
者
で
構
成
す

る

「
大
牟
田
市
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
検
証
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
、
避
難

・
救
出
救
助

・
浸
水
対
策
に
つ
い

て
の
議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
、
県
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
こ
れ
に
参
加
し
て
い
る
。

　

今
後
、
同
検
証
委
員
会
に
お
い
て
、
今
回
、
溢
水

・

越
水
し
た
箇
所
な
ど
の
対
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
提
言
が

な
さ
れ
る
予
定
。
県
と
し
て
は
、
そ
の
提
言
も
踏
ま
え
、

大
牟
田
市
と
連
携
し
な
が
ら
浸
水
被
害
軽
減
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

直
近
の
定
例
議
会

（
令
和
３
年
２
月
議
会

：
吉
武
議
員
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

問

：
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
た
県
の
役
割
と

決
意
。

答

：
本
県
の
役
割
は
、
①
医
療
従
事
者
等
へ
の
接
種
体
制

の
確
保
、
②
専
門
的
相
談
体
制
の
確
保
、
③
市
町
村
に
対

す
る
支
援
等
で
あ
る
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
デ
ィ
ー
プ
フ
リ
ー
ザ
ー
を
県
内
全
域

の
56
医
療
機
関
に
配
備
。
そ
こ
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
移
送
を

受
け
て
接
種
を
行
う
医
療
機
関
を
３
８
６
か
所
確
保
。
②

に
つ
い
て
は
、
副
反
応
が
起
こ
っ
た
場
合
の
医
療
機
関
へ

の
受
診
等
を
相
談
で
き
る
専
門
的
な
窓
口
と
し
て
、
薬

剤
師
を
配
置
し
た
県
民
向
け
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
て
対
応
。
③
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
担
当
者
と
の
連
絡

会
議
を
適
宜
開
催
し
、
市
町
村
共
通
の
課
題
に
係
る

要
望
：有
明
海
の
漁
場
で
は
、
先
日
の
台
風
十
七
号
に
よ
っ

て
ノ
リ
の
支
柱
が
傾
く
な
ど
被
害
が
生
じ
、
漁
業
者
は
種

つ
け
を
目
前
に
、
毎
日
復
旧
作
業
に
追
わ
れ
て
い
る
。
有

明
海
の
ノ
リ
生
産
額
は
本
県
漁
業
の
水
揚
げ
の
半
分
に
及

ぶ
重
要
な
産
業
。
今
後
も
し
っ
か
り
と
取
組
む
よ
う
に
要

望
。
さ
ら
に
、
豊
穣
の
海
、
宝
の
海
有
明
海
と
呼
ば
れ

る
そ
の
代
名
詞
が
、
や
は
り
ア
ゲ
マ
キ
と
タ
イ
ラ
ギ
。
こ

の
復
活
と
ア
サ
リ
増
産
の
た
め
、
ぜ
ひ
今
後
も
県
と
し
て

力
を
注
い
で
頂
き
た
い
。

問　

有
明
海
の
ノ
リ
養
殖
の
安
定
生
産
の
た
め
に
は
漁
場

環
境
の
情
報
が
頼
り
。
今
後
の
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
ス

マ
ー
ト
化
の
取
り
組
を
伺
う
。

答

：
県
で
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
気
象
予
報
や
水
温
や

潮
位
な
ど
の
漁
場
の
情
報
提
供
を
10
分
間
隔
に
ネ
ッ
ト
で

発
信
す
る
こ
と
に
加
え
、
気
象
台
の
風
向

・
風
速
な
ど

の
予
報
、
有
明
海
研
究
所
が
持
つ
ノ
リ
の
生
育
や
病
害

の
情
報
に
つ
い
て
、
漁
業
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
一

括
し
て
把
握
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。

■
特
別
支
援
教
育

（
令
和
元
年
９
月
議
会
：
江
口
議
員
）

問　

久
留
米
市
に
住
所
を
有
す
る
知
的
障
が
い
児
童
生

徒
の
就
学
に
つ
い
て
。
弾
力
的
な
対
応
は
で
き
な
い
か
。

答　

現
在
、
久
留
米
市
に
住
所
を
有
し
、
知
的
障
が
い

特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
児
童
生
徒
は
、
原
則
久
留
米
特
別
支
援
学
校
が
就
学

校
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
児
童
生
徒
の
障
が

い
の
状
態
や
家
庭
の
事
情
な
ど
を
個
別
に
判
断
し
、
通

学
が
著
し
く
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
県
立
特
別
支

援
学
校
を
就
学
校
と
し
て
指
定
す
る
弾
力
的
な
取
扱
い

に
つ
い
て
、
久
留
米
市
と
協
議
し
て
い
く
。

■
民
法
（
債
権
法
）
改
正
（令
和
２
年
２
月
議
会
：堀
議
員
）

問　

令
和
２
年
４
月
、
改
正
民
法

（
債
権
法
）
が
施
行
。

民
法
制
定
以
来
、
お
よ
そ
１
２
０
年
ぶ
り
の
大
改
正
。

市
民
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
改
正
に
よ
る
県

業
務
へ
の
影
響
と
市
町
村
支
援
は
。　

答　

県
が
民
間
事
業
者
と
締
結
す
る
工
事
請
負
契
約
等

に
つ
い
て
は
、
契
約
事
務
を
総
括
す
る
財
産
活
用
課
に

お
い
て
標
準
契
約
書
を
作
成
。
県
営
住
宅
に
お
い
て
は
、

昨
年
12
月
に
条
例
改
正
を
行
い
、
４
月
１
日
以
降
の
入

居
者
に
対
し
連
帯
保
証
人
を
求
め
な
い
よ
う
に
し
た
。

市
町
村
に
対
し
て
は
、
今
後
、
県
作
成
の
標
準
契
約
書

を
、
参
考
と
し
て
配
布
す
る
。
さ
ら
に
、
各
省
庁
発
出

の
民
法
改
正
に
関
す
る
各
種
通
知
を
と
り
ま
と
め
、
改

め
て
こ
れ
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
か
ら
の
個

別
の
問
合
せ
に
対
し
、
必
要
な
助
言
を
行
う
。

■
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理

（
令
和
２
年
６
月
議
会

：
小
河
議
員
）

問　

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
安
定
器
等
に
つ
い
て
、
令
和

３
年
３
月
末
ま
で
に
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
中
間
貯
蔵

・
環
境
安
全

事
業
株
式
会
社
）
と
処
理
委
託
契
約
を
締
結
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
県
の
取
組
は
。

答　

県
の
調
査
で
昨
年
度
ま
で
に
約
６
万
７
千
事
業
者
の

議
会
質
問
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

定
例
議
会
で
所
属
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

（
全
て
の
質
問
は
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
！
）

■
農
業
振
興

（
令
和
元
年
６
月
議
会

：
井
上
議
員
）

問　

高
収
益
型
園
芸
事
業
に
つ
い
て
、
一
部
農
家
が
採
択

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
年
度
の

予
算
で
大
丈
夫
な
の
か
。

答　

県
は
収
益
性
の
高
い
園
芸
農
業
を
実
現
す
る
た
め
、

県
単
独
の
事
業
と
し
て
先
進
技
術
の
導
入
や
省
力
機
械

・

施
設
の
整
備
を
支
援
し
て
き
た
。
全
て
の
要
望
を
採
択

で
き
な
か
っ
た
年
度
も
あ
っ
た
が
、
今
年
度
か
ら
国
の
「
産

地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
、
高
収

益
型
園
芸
事
業
で
採
択
し
て
き
た
案
件
に
も
活
用
可
能

に
な
っ
た
。
国
の
事
業
も
活
用
す
る
こ
と
で
昨
年
度
か

ら
の
先
送
り
分
に
優
先
し
て
対
応
し
、
今
年
度
要
望
分

に
も
対
応
す
る
考
え
だ
。
予
算
不
足
が
生
じ
る
よ
う
な

場
合
は
補
正
予
算
で
の
対
応
も
検
討
。

■
高
齢
者
運
転
対
策
（令
和
元
年
６
月
議
会
：井
上
議
員
）

問　

高
齢
者
の
自
動
車
運
転
、
事
故
対
策
に
つ
い
て
の
県
・

県
警
察
の
取
組
は
。

答　

道
路
交
通
法
に
基
づ
き
、
70
歳
以
上
を
対
象
と
す

る
高
齢
者
講
習
、
75
歳
以
上
を
対
象
と
す
る
認
知
機

能
検
査
の
適
切
な
実
施
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
運
転
免
許
試
験
場
や
各
警
察
署
の
相
談
窓
口
で

は
、
運
転
に
不
安
を
感
じ
る
高
齢
者
や
家
族
か
ら
の
相

談
を
受
け
、
身
体
機
能
の
低
下
を
踏
ま
え
た
安
全
運
転

に
必
要
な
助
言
、
指
導
や
、
運
転
免
許
の
自
主
返
納

制
度
や
自
主
返
納
者
に
対
す
る
各
種
支
援
制
度
の
教
示

を
行
う
な
ど
、
き
め
細
か
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。

■
介
護
認
定
の
審
査
期
間
短
縮

（
令
和
元
年
９
月
議
会

：
神
崎
議
員
）

問　

要
介
護
認
定
の
判
定
結
果
が
30
日
以
内
に
出
な
い

理
由
及
び
審
査
期
間
短
縮
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答　

保
険
者
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
主
治
医
か
ら
の

意
見
書
の
記
載
内
容
が
不
十
分
で
提
出
が
遅
延
し
、
更

新
の
多
い
年
度
は
認
定
調
査
員
の
不
足
で
調
査
が
遅
れ

る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
県
医
師
会
と
連
携

し
、
医
師
に
対
し
て
記
載
方
法
等
に
関
す
る
研
修
を
行

う
と
と
も
に
、
早
期
提
出
へ
の
協
力
を
求
め
て
い
る
。

認
定
調
査
員
は
介
護
支
援
専
門
員
を
充
て
る
こ
と
が
多

い
こ
と
か
ら
、
保
険
者
が
募
集
す
る
際
に
は
県
介
護
支

援
専
門
員
協
会
に
会
員
へ
の
周
知
を
要
請
し
て
い
る
。
ま

た
、
保
険
者
に
対
し
て
先
行
事
例
や
そ
の
効
果
の
情
報

提
供
を
行
う
な
ど
、
審
査
の
簡
素
化
を
促
し
て
い
る
。

■
有
明
海
の
漁
業
振
興
対
策

（令
和
元
年
９
月
議
会
、
同
２
年
２
月
議
会
、
：
椛
島
議
員
）


